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講演記録
王朝物語の本
一写本から、古活字本・板本へ－
片桐洋一
さらに物語を軽視した書き方をしています。 しかし、
それでも、今では名前も伝わっていない物語や、名
前だけ伝わっていて実物は散供してしまった物語力ざ
数多く存在していたことを示しています。ちなみに
鎌倉時代の中期、文永8年(1271)に成立した『風
葉和歌集」 という歌集は物語の作中人物の和歌にそ
の詠歌事情を説明する詞耆を付して編集したもので
すが、現在残っている物語よりも多くの散快物語、
つまり今は伝わっていない物語の歌を収録していま
す。鎌倉時代中期においてもそうですが、物語文学
の時代と言ってよい平安時代には、なおさらのこと、
今日では想像もつかないほどに多くの物語が作られ、
また消えて行ってしまったということなのです。
では、そのように多く作られた物語が、はかなく
散逸して、今に伝わっていないのは何故か。結論は
簡単です。当時は現在のような印刷はなく、すべて
手づくりの写本として作られますので、 どんな物語
でも、最初は注文に応じて著者が書いた一本しかな
いのです。字の上手な人に清書させたとしましても、
草稿本と清耆本の二つしかないということにな')ま
す。加えて、紙がきわめて貴重な時代です。作品が
よ そ
世に広まるということは、その作品が、他所でも評
判になったゆえに借り受けて書写したということな
のです。物語ｶぎ身分の高い女性、つまり姫君のため
に作られていたことを思いますと、姫君を取り巻く
くち
女房達の口コミによって、他所の姫君のもとで作ら
れた物語が、 コネを求めて借り出されて書写されて
広力罫って行ったと考えるほかありません。
とすれば、つまらない作品は、それが作られた姫
君の御殿から出ることもなく、そのまま消えて行く
ほかなかったということになります。 「大荒木ノ森
ノ草」や「有磯海ノ浜ノ真砂」 よりも数多く存在し
た物語のほとんどは、いわば消耗品として、その場
限りの扱いを受け、間もなく読み捨てられてしまっ
たと考えられるのですが、 このように考えると、現
在に残っている『竹取物語』 『伊勢物語』 『うつほ物
（ 1 ）残った物語は代表作
永観2年（984）に、漢学者源為憲が、冷泉天皇
第二皇女尊子内親王のために製作献上した仏教説話
の絵巻である『三宝絵』の序文を見ますと、
タ′、ブ ヵチマケ
（前略）碁ハ、 コレ日ヲ送ル戯レナレド、勝負
ハンタ
ノイドミ端ナシ。琴ハ、マタ夜ヲ通ス友ナレド、
オフ
音ニメヅル思上発リヌベシ。又、物語卜云ヒテ
ミ ココロ
女ノ御心ヲヤル物也。大荒木ノ森ノ草ヨリモ
マサコ．
茂ク、有磯海ノ浜ノ真砂ヨリモ多カレド、木草
山川鳥獣魚虫ナド、名付ケタルハ、物イハヌ物
ナサヶ ナサヶ
ニ物ヲイハセ、情ナキモノニ情ヲ付ケタレバ、
アマ
タダ海ノ浮木ノ浮べタル言ヲノミ言上流シ、沢
マコモ コトバ イ
ノ真薦ノマコトナル詞ヲ（結ビオカズシテ、伊
ガノタヲメ オ|、 ド
賀專女・土佐ノ大殿・今メキノ中将・長居ノ侍
ヲトコヲンナ
従ナド言へルハ、 男女ナドニ寄セツツ、花ヤ
コ｜､（
蝶ヤト云へレバ、罪ノ根、詞ノ林二露ノ御心
モトドマラジ。 （後略）
と述べられております。
み
これを見て、 まず気が付くことは、 「御」 という
敬語がついていることに示されているように、 当時
の物語は、身分の尊い「女の徒|l心」を慰めるための
ものであるということであ')、そして、次に気付く
ことは、初期の物語は、 「木草山川鳥獣魚虫」のよ
ナサケ
うな「情ナキモノニ情ヲ付ケタ」鳥獣擬人化の物
語や、 「伊賀専女の物語」 『土佐の大殿の物語』 「今
めきの中将の物語」 『長居の侍従の物語』 というよ
うな、 「男女ナドニ寄セツツ、花ヤ蝶ヤト云」 とい
うような、現実性のない、程度の低い恋愛物語が中
心であったらしいということです。
もっとも、 この序文は、物語は人生のために何の
役にも立たない単なる慰み物だが、仏教説話を絵に
描いた「三宝絵』ならば、人が極楽に往生する導き
になるという趣旨で書かれたものでありますから、
自分がまとめた『三宝絵詞』の価値を宣伝し、 こと
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語』 『落窪物語』などは、やはり当時を代表する傑
作として評判が高かったゆえに残った、残るべくし
て残ったと考えてよいと思われるのです。
(2)写本時代の物語享受
作品に魅力がなければ評判になることもありませ
んし、また評判にならなければ書写されることもあ
りません。さらに、書写されなければ後代に残るこ
ともありません。せっかく作者が書いても、人が書
写してくれなければ、後代に残 らないという ことで
ありまして、写本時代に作品が残るための条件は厳
しいというほかありません。そして、そのような観
点に立てば、今に残る平安時代の物語はいずれも当
時評判の高い作品であ ったがゆえに書写されたので
あり、 書写されたがゆえに残ったのだと言って来た
のですが、実は、平安時代の物語で、平安時代、す
なわち12世紀末までに書写された写本はまったく残
っていないということをも、ここで、はっきりと申
しあげておかなければなりません。
日本文学史上の最高傑作、というより、今や世界
文学史上の最高傑作とさえ言い得る『源氏物語』は、
平安時代中期、 11世紀初頭の成立と見られますが、
こと9ぷ
今日 一部分が残っている国宝 『源氏物語絵巻』の詞
を除けば、平安時代すなわち12世紀末までに書写さ
れた写本はまったく残って いません。というよりも、
鎌倉時代に書写された写本も、 54帖全体がセットに
なって揃っ ているものは伝わ っていないのです。 54
帖揃っているように見えても、異種を取り合わせた
取り合わせ本であることが多いのです。
これは、当時、写本で古典を伝えることが、いか
に大変であったかということを示しているのですが、
にもかかわらず、 『源氏物語』が現在に伝わってい
るのは、作者や成立当時の享受者だけではなく、そ
の後の長い時代をかけて、その価値を知る 人々が熱
心に書写 し、完全な形を求めてその保存に努力して
いたからだということになります。 『源氏物語』は、
確かに作者紫式部の卓抜さを示す民族の遺産であり
ますか、これを今日まで伝えて来た日本民族の文化
水準の高さを反映したものでもあるのです。
このように、写本時代には、本の在り方が文学作
品の在り方と直結していたことがおわかりいただけ
たと思うのですが、その写本時代は大きく言って、
前期と後期の二つに分けられます。
私の言う写本時代前期とは、平安時代を中心とし
た写本と物語享受が一体化していた時代を占います。
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わかりやすく言えば、物語書写者 もまた第二、第三
の作者になって、物語を改作したりしながら享受し
た時代です。作品によ って違いはありますか、鎌倉
中期までは、そのよう
に楽しみながら物語を
享受 していたのです。
図書館人nの展示室
に展示してある 『伊勢
物語』「狩使本切」を
御覧になられたと思い
ますが、これは淮段が
普通の『伊勢物語』と
まったく異なる配列に
なっています。
小式部内侍本伊勢物語切
ちなみに、この切では、 普通本の第24段に続いて
第99段が位沼しておりますが、これは 「昔、男あり
けり 。その男、伊勢の国に狩の使に行きけるに、
か＇＇グ）
～」という翡き出し で始まっているゆえに「狩の
紐ぶ」と呼ばれている本の断簡なのですか、 『伊勢
物語』 という 甚名にふさわしい形にするために、 男
か伊勢の[I」へ行った章段から始まるように改めたの
か、本来その著名にふさわしい形態であったものを
元服から終烏までの一代記的スタイルに改めたのか
をここで論する余裕はありませんが、物語の享受の
在り方が形態と本文に反映していることは確かだと
言っ てよいと思います。
ところで、 『源氏物語』の場合は、藤原 ~i: 家の青
表紙本や源光行・親行父子の河内本によって、後に
述べるような研究的本文校訂か行われていまして、
享受段階における本文の流動が封殺されているので
すか、それでも、各巻の末尾の文などを見ると、語
りの違いから牛まれた本文の違いが顕著に残ってい
ます。また 『狭衣物語』の鎌倉時代初中期の写本を
見ますと、ストーリーは全く 違わないのに、作中人
物の和歌か追っているケースが多く目につきます。
読者か第二第三の作者となって本文を占き替えてい
るのでして、享受のあり方の違いがその まま本文の
違いになっていると考えられます。
(3)写本時代の物語本文研究
前に 『源氏物fl科』に関連して、藤原定家や源光行
・親行父fの本文研究について触れましたが、鎌倉
時代以降は、物語作品を占典研究の対象として見る
傾向が強まります。校合や注釈を基盤にした研究的
本文校訂が中心にな ってゆくのです。物語を楽しん
王朝物語の本 ー写本から、古活字本・板本ヘ一
で読むという時代から、物語を古典として研究する
時代になってくるのです。
中世、特に室町時代になると、大内氏を始めとす
る地方の有力大名が公卿や歌僧や連歌師などを招い
て古典の講義を受けます。そして、『伊勢物語』や
『源氏物語』の講義を受け終わると、その師の本を
借りて写すのです。展示室に室町時代最高の歌僧正
徹の請義を受けた蛯川新右衛門智蘊が師の正徹の本
を写した後、親本のままで間違いないという証明を
巻末に書いてもらっている本が出陳されていますが、
朱で書き加えた注釈を含めて師の説のままに写して
おります。写本時代前期においては楽しみながら書
写されていた本が、後期になりますと、師について、
師の講義のままに書写するということになります。
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(4)古活字本の時代
このように、我が国の古典文学は写本によって伝
えられて来たのですが、ポルトガルの宣教師によっ
て作られたキリシタン版や朝鮮から渡来した漢籍の
木活字本の影響もあって、慶長10年代 (1605-) 頃
から木製の活字を使った古活字本が刊行されます。
このうち、物語の古活字本として特箪すべきは、
慶長13年 (1608) に角倉索庵• 本阿弥光悦・中院通
勝らが協力して刊行した『伊勢物語』ですが、その
古活字本第 1種は、索庵のエ房があった嵯峨にちな
んで嵯峨本と呼はれ、そのみごとな出来栄えは大変
な反響を呼び、同年内に異版が出たばかりか、翌年
の慶長14年と翌々年の慶長15年に新たな活字を使用
した新版が出ております（拙著 『版本文庫 伊勢物
語』＜昭和49年、国書刊行会刊〉解説参照）。
このように何種類もある『伊勢物語』の古活字版
を一括して嵯峨本と呼ぶのは、だから誤りです。厳
密な意味で嵯峨本と言えるのは、「戊申仲夏上浣
也足斐」という刊記があり、加えて「也足斐」とあ
る下に中院通勝自署の花押があるものだけであって、
同年刊の異版やその覆刻本二種、さらには翌年の慶
長14年版、翌々年の慶長15年版は嵯峨本とは言いが
たいと思います。
古活字本は、この『伊勢物語』や『伊勢物語肖聞
抄』のほか、展示室にも出ておりました『竹取物
語』の古活字＋行甲種本・古活字十行乙種本などが
あるほか、『源氏物語』や、これも展示に出ており
ます『源氏物語紹巴抄』や『狭衣物語』など、次々
と上梓されているのですが、いずれも慶長末年から
元和年間 (1610-1620) にかけての一時期に上梓さ
了
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れたものなのです。
古活字版は、木の活字を組み合わせて版を作って
何枚かを印刷した後、その活字を崩して再び組み合
わせて新しい丁を印刷するという作り方をしていま
して、大鼠生産はできません。だから古活字本の盛
行はほんの一時期でして、間もなく、板本、すなわ
ち木版整版本にとって代られてしまったのです。
(5)板本の盛行と町人文化
僅かしか作れない古活字本と違って、版木を彫っ
て刷る板本の場合は、書律がその版木を何度も用い
て出版できますし、財産として永く保存でき、さら
にはその版木を他の版元に売ることもできます。だ
から、一種の資本として商業ペースの出版の碁礎と
なり、結果として一般の町人でも古典作品を購入し
て読めるようになりました。古典文学が町人階層ま
で広く読まれるようになったのは、まったくこの板
本の普及のせいだと言ってよいのです。
たとえば、当時最も人気のあった 『伊勢物語』の
場合、寛永 6年 (1629) に、前述しました慶長13年
(1608) 刊の古活字版の、 しかし嵯峨本とは奥なる
第二種本の形式にならった整版本が出た後、私が確
認したものだけでも、寛永20年 (1643)、正保 2年
(1645)、正保 5年 (1648)、慶安 4年 (1651)、承応
3年 (1654)、明暦元年 (1655)、万治 2年 (1659)、
17 
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万治 3年 (1660)、寛文 2年 (1662)、寛文 7年 (1667)、
寛文 9年 (1669)、寛文10年 (1670)、寛文11年 (1671)、
寛文12年 (1672)、延宝 2年 (1674)、貞享 2年 (1685)
というように、次々と刊行され、そのうち、万治 2
年版、万治 3年版、寛文10年版、延宝 2年版、貞享
2年版は、同年に異なった版が出ております。 fij記
の部分を削除した後刷りを入れると、その数はまだ
まだ増えます。この盛況は元禄年間 (1688-1704)
にもそのまま続き、元禄の刊記を持つものだけに限
って見ても、最低18種類の板本を確認いたしており
ます（禾D泉書院刊『上方の文化一元禄の文学と芸能
ー』所収の拙稿「元禄時代の伊勢物語」参照）。
それらの最も大きな特徴はと申しますと、基本的
には、前述しました嵯峨本と同じく挿絵を伴ってい
ることであります。その中には、有名な菱川師宣
(? -1694)や西川祐信 (1671-1750) の絵か入っ
た本もあります。また延宝 2年 (1675) に啓蒙学者
坂内山雲子の頭注入りで刊行されました 『伊勢物語
首書抄』は、たとえば現在の新潮古典集成のように、
頭注と傍注を持つ新機軸を打ち出しておりまして、
簡単で便利な注釈書としての役割も果たしておりま
す。この形式は大変評判がよかったようで、前述し
ました師宣の挿絵入りの本も、 『伊勢物語頭讃抄』
（延宝 7年刊）と題するように、この形式をとって
います。
このように、古典文学の町人への普及に大きな役
割を果たした板本（整版本）の性格を非常によく表
している例を幾つか御院に人れましょう。
これは、元禄12年刊の 『古今和歌・伊勢物語』で
すが、 一面を三段に分かち、その最も上の段に 『古
今和歌集』を、二段目に種々の和歌説話を集成した
『利歌奇妙談』を固き、さらに全体の下半分に相当
する下段に 『伊勢物語』を罹いています。『伊勢物
語』を買っただけで、『占今和歌集』と『和歌奇妙
談』を併せて読めるのです。
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同じような例になりますが、これは、元禄11年刊
の『伊勢物語改成』です。「源氏歌仙絵抄」と副題
していますように、 『源氏物語』54帖の名場面の図
や「三十六歌仙」の画像を掲げております。これを
一部買えは、 『伊勢物語』を中心に、古典文学の常
識を身につけることができるお徳用な本になってい
るわけです。
これも、同じようなケースですが、享保 6年
(1721)刊の 『伊勢物語』では、政に、
伊勢物語板行世に数多有といへども、阪名づか
ひ文字の誤り少なからず。今あらたに其誤りを
あらため、読くせ注繹を平がなに書くわえ、其
心を大倭絹に顕はし、女中の教訓を書加、櫻に
ちりばめ、ひろむるものならし。
長谷川千四集編
と書かれているように、女性の教訓として必須の知
識を頭注に絵人りで載せています。これも 『伊勢物
語』を買えば、女性の教養書をも併せて読める便利、
お徳用な本なのですが、最初に掲げました『三宝
絵』の序文に、物語は女性のためのもの、高貰な姫
君のためのものであると書かれていましたことを思
い出してください。 700年経った江戸時代において
も、物語はやはり女性のためのものであったわけで
すが、まさに江戸時代的、また町人の娘のためのも
のになり切っていることが興味深く息われます。
(6)創作の文学史と享受の文学史
江戸時代における文学作品のベスト・セラーは何
かと 言えは、大方の皆さんは、西鶴だろうか、芭蕉
だろうか、あるいは馬琴だろうか、東伝だろうか、
と考えられると思います。しかし、いずれも違いま
す。江戸時代を通じて最大のベスト・セラーは、常
に 『伊勢物語』なのです。
皆さんは、高等学校以来、乎安時代の文学史の中
に『伊勢物語』を位慣づけて来られたと思、います。
しかし、その文学史は、創作の文学史です。文学作
品は、読むことによって文学作品となります。どん
なにすぐれた作品も、字が読めない人にとっては作
品ではなく、紙屑に過ぎません。作者が死んでも読
者かある限り、作品は生 き続けています。作者の文
学史、創作の文学史ではなく、読者の文学史、享受
の文学史という立場に立ては、『伊勢物語』はまさ
しく江戸時代の作品でもあるのです。
王朝物語の本一写本から、古活字本・板本へ－
このように、享受の文学史の立場に立てば、当時
の享受者たちがどのような本で読んでいたかという
ことに無関心ではいられません。 「源氏物語』 も
『伊勢物語』 も 『竹取物語』 も、現在は文庫本で読
めますが、それぞれの時代に、 どのような本で読ま
れていたのかを、直接目で見て知っていただきたい
と思ってこのような展覧会を企画いたしました。
御感想はいかがだったでしょうか。
（かたぎり ょういち文学部教授）
この講演は、平成9年度秋季特別展「王朝物語の展
開」にちなみ、特別講演会として平成9年11月13日
(木)に開催したものである。 （図書館）
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